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給餌実験からみた採食戦略.第9B]日本霊長
類学会大会.霊長類研究,9(3):258.
2) 杉山幸丸 (1993):一つの目的に校数の道具
を校合的に使う野生チンパンジー.第12回
日本動物行動学会大会発表要旨:43.
3)杉山幸丸 ･桟田直人 (1993):ポッソウ･チ
ンパンジーの個体群構造.第9回日本霊長類
学会大会.霊長類研究,9(3):264.
4) 山極寿- (1993):ヒガシローランドゴリラ
の個体群動態.第30回日本アフリカ学会学
術大会研究発表要旨:21.
5) 山極寿一･丸橋珠樹･ムワンザ-ンドゥンダ･
湯本貴和 (1993):採食生態から見たゴリラ
とチンパンジーの共存関係.第9回日本霊長
類学会大会.霊長類研究,9(3):262.
社会構造分野
加納隆至 ･大津秀行･鈴木 晃
研究概要
A)中央アフリカザイール森林における野生ボノ
ボの社会及び行動の研究
加納隆至 ･橋本千絵り
ザイール共和国ジョル地区ルオ学術保護区ワン
バ森林においてボノボ (ピグミー チンパンジー)
の研究を行っている.ザイールの政情は不安定で
現地調査は中断中であるが.研究結果のとりまと
めは進行中である.
B)コンゴにおける野生チンパンジーとゴリラ研
究
加納隆至
1993年度科学研究】即荊助金 (国際学術研究)
により行ったコンゴ共和国北東部のモタバ川流域
におけるチンパンジー とゴリラの密度と狩猟圧に
関しての研究のとりまとめが進行中である.
C)東アフt)カにおける野生チンパンジーの研究
加納隆至
東アフリカで現地調査を行い,広く野生チンパ
ンジーに関する情報を収集した.
D)性淘汰,社会構造に対する要因としての霊長
類メスの繁殖戦略
大津秀行 ･光永総子2)
霊長類における性淘汰,及び社会構造に影響を
及ぼすメスの性行動を研究している｡メスの生殖
生理学的な解析が重要であるため,生理学研究者
と共同し,これまで放飼場やグループケージ飼育
ニホンザルについて調べてきた｡
E)アフリカ乾燥サバンナにおけるオナガザルの
野外研究
大洋秀行
カメルーン北部のカラマルエ国立公園において,
パタスザルとミドリザルの野外研究を1984年よ
り続けている｡繁殖期に社会変動と繁殖行動の関
係について宍料を収集している｡1993年度は出
産期に.共同研究者 (シオン短大･中川尚史)が,
新生児をめぐる社会関係の史料を収集したo
F)オランウータンの社会的.生態学的研究の続
行とまとめ
鈴木 晃
1983年より,インドネシア国東カリマンタ
ンのクタイ国立公園で行ってきたオランウータン
の野外調査を継続 (1993年5-6月,199
3年9-11月)｡さらにこれまでの資料と結果
のまとめに取り組んだ｡
バジャジャラン大学との共同研究のための休制
づくりのための準備もこの間に行った｡
特に1993年6月には.同大学総長の依頼で,
｢霊長類の研究の忠義と日本の研究者の国際的位
置｣について講演を行った.
G)マカク頬の比較社会学的生態学的研究
加納隆至･大津秀行 ･松村秀-1)
揚妻直樹l)･小川秀司l) ･田中香l)
マカタ頬の社会進化を明らかにするため,ニホ
ンザル (屋久島･高崎山･嵐山･金華山)および,
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